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　「ある日、千種中学校に東京から転校生がやってきた。これは、転校生と僕たちをたたら製鉄学習が繋いでくれ

た友情の物語だ。」照明を落とした舞台袖で、「いよいよ始まった。きっと大成功する。」と祈りながら、私は子ど

もたちと一緒に稽古をした数日間を思い返していました。「たたら製鉄をテーマに、３年生が合同文化祭で劇をす

るんですけど出ていただけませんか？題名は『カナ

クソ』です。」と依頼があったのは夏休みのことで

した。「たたら製鉄がテーマなら、うれしいことや」

とマッサンとベンサン（私）は二つ返事で引き受け

たのです。鳥越先生が書かれたというシナリオは、

素人の作品とは思えない本格的なものでした。

　木原さんが演じる柚葉と猶原さんが演じる転校生

あかりが心を開き合うクライマックス、柚葉が語り

ます。「カナクソ。千種の町にはたくさん落ちとんや。

鉄になれんかった鉄。千種の砂鉄って、凄く純度の

高い、ええ砂鉄なんやって。でもやっぱり不純な物

質は混ざっとって、使える鉄になるんは３割くらい

なんやって、その中のさらに、４割だけが『玉鋼』っていう一級の鉄になれる。その途中で出てくるんがこのカナクソ。

鉄になれんかった鉄。私、今までずっと『玉鋼』はあかりちゃんみたいな人で、わたしはこの『カナクソ』みたい

やなぁって思うとった。何の役にも立たん存在。おってもおらんでもええ存在・・・。でも、最近考え方が変わっ

たんや、本当は誰もが『玉鋼』を持っとんやないかって。それを見つけることが人生で、一番大切なことなんじゃ

ないかって。」何と泣かせる台詞であることか！

　３年生１９名が舞台挨拶をして緞帳が降りました。その瞬間の舞台裏、子どもたちのいい顔と歓声、主役も脇役

もありません。晴れやかな顔です。握手をしたり、肩をたたき合ったりたり、柚葉とあかりは抱き合っていました。

みんなで創り上げたことの喜びを分かち合うその舞台裏の感動の場面、それを目の当たりにできた大人は、二人の

おいちゃんだけです。幸せな気持ちになりました。

  私が稽古に参加したのは四日間、時間にして６時間くらいでしたが、稽古が進むに連れ、日を追うごとに子ども

たちが成長していくのがわかりました。ふざける子なんていません。照れや恥ずかしさを乗り越えて、共通の目標

に向かってクラスが仲間になっていったのです。何とすばらしい子どもたちであることか。ふるさと千種にはいい

「玉鋼」が育っていると思いました。ありがとうございました。　

　最後に、子どもたちへ一言、

　「おいちゃんは

　　　カナクソも好きなんや」

　　　　　　　　（春名　勉）

劇「かなくそ」
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